
秋の自然に触れて

保育の振り返り

さくら組、きく組でみかん狩りに行ってきました。どの子もこの日を楽しみにしていて、迎えた当日、朝は雨が降っていましたが、みんなが出発す
る時には、晴れて気持ちの良い秋の空でした。先日の交通安全教室で教えてもらった道路や横断歩道の渡り方を思いだしながら、張り切ってみかん
山を目指しました。子ども達とこんなに長い距離を歩いたことがなかったので、大丈夫かな？と私たちは心配をしていましたが、どの子も嬉しそう
に歩く姿を見ることが出来ました。道中には、鳥がいたり、どんぐりや栗が落ちていたりと自然いっぱいでした。栗のおうち（イガイガ）も見つけ、
踏まないように優しく歩きました。晴れているのに途中で雨が降ったり止んだりと、天候が不安定でしたが、自然の不思議さを沢山感じながら、み
んなで行く面白さと、わくわくした嬉しい気持ちいっぱいで収穫を楽しみました。事前にみかんの絵本を見て、みかんのことを知っておいたことも
あり、「みかんはハサミで切るよ」「みかんを持って切るよ」と友達同士でも会話を楽しんでいました。切りにくいことも経験し、どうやったら切
れるのか？と考えながら収穫をしました。みかん狩りに行くことで、みかんのお世話をしてくださった方がいること、みかんが木になっていること、
色が緑から、オレンジに変化することを知ることが出来た日となりました。美味しいみかんをおうちの人にも食べさせてあげたいという声もたくさ
ん聞かれ、頂いたみかんを嬉しそうに持って帰りました。山道は歩きにくくちょっぴり疲れたけど楽しかった思い出話を、是非聞いてみてください
ね。

（健康な心と体、言葉による伝え合い、豊かな感性と表現、協同性、社会生活との関わり、数量・図形、標識や文字などへの関心、感覚、自然との
関わり・生命尊重・思考力の芽生え）

作成日 2021年11月12日（金）
作成者 山川真紀、進藤早苗
対象：4歳児 さくら組、きく組

保育のねらい：秋の自然に触れながら、交通ルールや山でのマナーを守りみかんを収穫する楽しさを味わう。


